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　伊方町の食生活改善推進協議会が、地元
の食材を活かして開発した新しい郷土料理
です。
　昔から、地元で作られているバラずしを
伊予柑の器に盛りつけ、少しの時間蒸すこ
とで、伊予柑の芳醇な香りがおすしの味を
引き立てます。

伊方町﹁伊予柑ずし﹂
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愛
媛
県
町
村
会
は
、
4
月
16
日
砥
部
町

役
場
で
「
平
成
24
年
度
第
1
回
全
員
連
絡

会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、県
下
全
町
長
が
出
席
し
、次

項
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
。

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ　

白
石
会
長

3　

協　

議

　

⑴　

民
間
犯
罪
被
害
者
等
支
援
団
体
の

自
主
的
な
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の

措
置
に
つ
い
て

　
　
　

山
崎
県
警
犯
罪
被
害
者
支
援
室
長

か
ら

　
　
　

民
間
犯
罪
被
害
者
支
援
団
体
の
事

業
内
容
及
び
財
政
的
支
援
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑵　

県
と
市
町
の
連
携
に
つ
い
て

　
　
　

進
県
市
町
振
興
課
長
か
ら

　
　
　

県
が
進
め
る
◦
県
と
市
町
の
連
携

に
つ
い
て
、
◦
県
·市
町
連
携
推
進
本

部
に
つ
い
て
、◦
行
革
甲
子
園
に
つ
い

て
、◦
市
町
支
援
担
当
職
員
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑶　

平
成
24
年
度
町
（
市
）
職
員
研
修

計
画
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
本
年
度
研
修
会
の

開
催
方
法
や
内
容
に
つ
い
て
、
説
明

が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑷　

平
成
24
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・

議
長
大
会
提
出
議
題
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
本
年
度
の
開
催
要

領
及
び
提
出
議
題
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑸　

平
成
24
年
度
町
等
公
平
事
務
委
託

費
の
負
担
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
本
年
度
の
負
担
金

総
額
は
2
8
0
千
円
で
あ
り
、負
担

方
法
は
23
年
度
と
同
様
。

　
　
　

後
日
、
県
人
事
委
員
会
か
ら
依
頼

文
が
各
町
へ
直
接
、
送
付
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
、
適
宜
、
対
応
願
い

た
い
と
す
る
説
明
が
あ
り
、
一
同
了

承
し
た
。

4　

そ
の
他

　
　

次
回
の
本
会
全
員
連
絡
会
の
開
催
に

つ
い
て

　
　

協
議
の
結
果
、
次
回
は
伊
方
町
で
開

催
す
る
こ
と
と
し
、
細
部
に
つ
い
て
は

正
副
会
長
に
一
任
す
る
こ
と
と
し
た
。

※　

後
日
、
調
整
の
結
果
、
5
月
2
日
に

伊
方
原
子
力
発
電
所
の
視
察
を
行
う
こ

と
に
決
定
し
た
。

　

な
お
、
協
議
終
了
後
、
坂
村
真
民
記
念

館
及
び
三
坂
道
路
を
視
察
し
た
。

 

砥
部
町
で
開
催

第
１
回
全
員
連
絡
会  

町
内
視
察
も
実
施　

 

第
1
回
議
長
会
定
例
会

 

上
島
町
で
開
催　

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
4
月
5

日
上
島
町
「
ホ
テ
ル
菰
隠
」
で
平
成
24
年

度
第
1
回
定
例
会
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
下
8
町
議
長
が
出
席
し
、

松
浦
鬼
北
町
議
長
は
欠
席
。
会
議
は
次
項

に
よ
り
進
め
ら
れ
た
。

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ　

玉
井
会
長

3　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

　
　

玉
井
会
長
が
議
長
と
な
っ
て
、
次
の

と
お
り
指
名
し
た
。

　
　
　

岡
井
松
前
町
議
長

　
　
　

齋
藤
愛
南
町
議
長

4　

報　

告

　

⑴　

行
事
関
係
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
前
回
定
例
会
以
降
、

4
月
4
日
ま
で
の
関
連
行
事
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
一
同
了
承
。

　

⑵　

請
願
・
意
見
書
等
に
関
す
る
定
例

報
告
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
資
料
に
基
づ
く
説
明

が
あ
り
、
一
同
了
承
。

5　

協　

議

　

⑴　

本
年
度
議
員
研
修
会
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
研
修
会
の
開
催
方

法
や
時
期
に
つ
い
て
説
明
し
、
協
議

の
結
果
、
一
同
了
承
し
た
。

　
　
　

な
お
、
細
部
に
つ
い
て
は
正
副
会

長
に
一
任
さ
れ
た
。

　

⑵　

平
成
24
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・

議
長
大
会
提
出
議
題
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
本
年
度
の
開
催
要

領
及
び
提
出
議
題
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑶　

議
長
・
副
議
長
研
修
会
に
つ
い
て

　

事
務
局
か
ら
、
本
年
度
の
実
施
計

画
案
を
別
紙
（
省
略
）
に
よ
り
説
明

し
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑷　

そ
の
他

　
　
　

次
回
定
例
会
に
つ
い
て

　
　
　

日
程
等
、
細
部
に
つ
い
て
は
正
副

会
長
に
一
任
さ
れ
た
。

　

協
議
終
了
後
、い
わ
ぎ
物
産
加
工
場
、旧

果
樹
試
験
場
、
岩
城
造
船
、
積
善
山
及
び

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
フ
ェ
ス
パ
」
を

視
察
し
た
。
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「
マ
イ
ブ
ー
ム
」、
ひ
と
昔
前
に
流
行
っ

た
言
葉
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
ま
さ
に
マ

イ
ブ
ー
ム
と
言
え
る
も
の
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
す
。

　

瀬
戸
内
の
島
々
を
渡
る
「
し
ま
な
み
海

道
」
が
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
聖
地
に
な
り

つ
つ
あ
る
現
在
、
隣
接
す
る
上
島
町
も
ま

た
、
た
く
さ
ん
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

　

町
内
の
3
島（
生
名
島
・
佐
島
・
弓
削
島
）

2
橋
を
渡
る
、
約
46
キ
ロ
の
島
内
コ
ー
ス

は
、
緩
や
か
で
風
光
明
媚
な
コ
ー
ス
と
し

て
、
し
ま
な
み
海
道
に
挑
む
サ
イ
ク
リ
ス

ト
に
と
っ
て
絶
好
の
準
備
コ
ー
ス
と
な
っ

て
い
ま
す
。
岩
城
島
は
、
島
一
周
10
キ
ロ

コ
ー
ス
を
含
め
積
善
山
へ
の
ク
ラ
イ
ム
ヒ

ル
に
挑
戦
可
能
で
あ
り
、
私
が
走
破
し
て

い
な
い
の
は
、
上
島
町
を
構
成
す
る
25
の

島
々
の
内
、
有
人
島
6
島
の
中
で
魚
島
と

高
井
神
島
の
み
に
な
り
ま
し
た
。　

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
魅
力
の
一
つ
に
は
、

自
分
の
リ
ズ
ム
で
進
み
、
ふ
と
思
い
立
っ

た
場
所
で
気
軽
に
立
ち
止
ま
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。
上
島
町
は
、
信
号
も
な
く
、
車
も

少
な
く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
で
心

地
よ
い
潮
風
を
受
け
な
が
ら
走
れ
る
た
め
、

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
条
件
を
満
た
し
て
い
ま

す
。

　

上
島
町
で
は
サ
イ
ク
リ
ス
ト
は
勿
論
の

こ
と
、
誰
も
が
い
つ
で
も
ふ
ら
っ
と
立
ち

寄
り
、
気
軽
に
豊
か
な
自
然
に
触
れ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
や
タ
ン

デ
ム
、
電
動
自
転
車
と
い
っ
た
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
も
始
め
る
と
同
時
に
、
サ
イ
ク
ル

オ
ア
シ
ス
の
充
実
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　

5
月
10
日
～
15
日
に
は
、
し

ま
な
み
海
道
で
、
愛
媛
県
・
中

村
知
事
、
広
島
県
・
湯
崎
知

事
、
今
治
市
・
菅
市
長
、
尾
道

市
・
平
谷
市
長
、
松
山
市
・
野

志
市
長
、
江
田
島
市
・
田
中
市

長
、
呉
市
・
小
村
市
長
等
が
参

加
し
、「
台
日
交
流　

し
ま
な

み
海
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
、
し
ま

な
み
海
道
に
隣
接
す
る
自
治
体

の
一
員
と
し
て
参
加
す
る
た
め
、

春
先
か
ら
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

　

ペ
ダ
ル
を
踏
む
の
は
中
学
生
以
来
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
初
心
者
の
私
に
と
っ
て
、
し

ま
な
み
海
道
縦
断
に
備
え
た
早
朝
出
勤
前

の
1
時
間
の
坂
道
練
習
は
、
大
学
時
代
に

精
進
し
た
少
林
寺
拳
法
の
精
神
的
な
過
酷

さ
に
匹
敵
す
る
？
程
の
も
の
に
感
じ
る
時

が
あ
り
ま
す
。

　

練
習
を
重
ね
、
今
で
は
起
伏
の
あ
る
変

化
に
富
ん
だ
島
内
を
一
周
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
緩
ん
だ
ベ
ル
ト
や
合
わ
な
く
な
っ

た
ス
ー
ツ
に
着
実
な
成
果
を
実
感
し
な
が

ら
（
現
在
10
キ
ロ
の
減
量
）、各
島
の
行
事

へ
も
自
転
車
と
と
も
に
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
海
を
行
き
交
う
船
、
海
岸
沿
い

に
広
が
る
島
景
色
、
そ
れ
ぞ
れ
の
島
に
あ

る
歴
史
や
伝
統
。
島
人
の
営
み
が
息
づ
く

風
景
は
、
日
々
の
暮
ら
し
の
忙
し
さ
で
薄

ら
い
で
い
た
ふ
る
さ
と
の
姿
に
、
新
た
な

出
会
い
や
発
見
と
い
っ
た
彩
り
を
与
え
て

く
れ
、
離
島
こ
そ
が
、
失
っ
て
い
な
い
大

き
な
力
と
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
を

感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
や
日
本
を
代
表
す
る
観
光
地

に
な
っ
た
岩
城
積
善
山
の
桜
で
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
上
島
各
島
を
四
季
に
た
と
え
、

季
節
を
象
徴
す
る
花
で
彩
る
「
上
島
四
島

花
の
島
構
想
」
も
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
一
年
を
通
じ
て
、
四
季
折
々
の

島
の
表
情
を
香
り
と
と
も
に
演
出
し
ま
す
。

　

こ
の
5
月
に
は
、
島
の
恵
み
を
象
徴
す

る
レ
モ
ン
や
柑
橘
の
花
の
香
り
が
島
中
を

包
み
込
み
ま
す
。

　

島
の
ゆ
る
や
か
な
コ
ー
ス
の
中
に
も
少

し
厳
し
い
坂
道
も
待
ち
構
え
て
い
ま
す
が
、

自
分
の
力
で
着
実
に
進
ん
で
い
き
、
登
り

き
っ
た
時
に
広
が
る
達
成
感
と
そ
の
島
々

の
景
色
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ら
で
は
の
も

の
で
す
。

　

先
人
達
が
築
き
上
げ
た
伝
統
行
事
を
守

り
、
伝
え
る
こ
と
、
そ
し
て
サ
イ
ク
リ
ン

グ
な
ど
の
新
た
な
行
事
を
育
て
上
げ
て
い

く
こ
と
も
、
島
に
生
き
る
私
た
ち
の
大
き

な
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
通
し
、

多
く
の
人
と
の
交
流
の
輪
が
広
が
る
こ
と

を
願
い
、
今
日
も
葉
加
瀬
太
郎
さ
ん
に
作

曲
し
て
い
た
だ
い
た
上
島
町
の
イ
メ
ー
ジ

ソ
ン
グ
を
聴
き
な
が
ら
、
島
々
の
輝
き
に

包
ま
れ
て
練
習
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

随想随想随想

﹁
マ
イ
ブ
ー
ム
﹂

 

上
島
町
長　

上
　
村
　
俊
　
之
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久
万
山
御
用
木
ま
つ
り

●
場
所
／
久
万
高
原
町
役
場
本
庁
及
び
商
店
街

●
実
施
時
期
／
8
月
第
1
土
曜
日

は
ん
ぎ
り
競
漕
（
ま
さ
き
町
夏
祭
り
）

●
場
所
／
塩
屋
海
岸

●
実
施
時
期
／
毎
年
8
月
第
1
土
曜
日

久万高原町

松 前 町

【
概　

要
】

　

松
山
城
の
築
城
に
あ
た
り
、
久
万
山
か
ら
そ
の
用

材
を
調
達
し
た
と
い
う
故
事
に
基
づ
き
、
林
業
後
継

者
や
商
工
業
者
が
中
心
と
な
っ
て
昭
和
59
年
か
ら
始

め
ら
れ
た
ま
つ
り
で
す
。

　

本
町
駐
車
場
か
ら
久
万
高
原
町
役
場
ま
で
の
商
店

街
（
約
5
5
0
ｍ
）
を
、
約
6
ｍ
の
丸
太
を
担
い
で

一
気
に
走
り
抜
け
る
タ
イ
ム
レ
ー
ス
で
す
。

　

参
加
者
は
衣
装
や
演
出
も
自
由
で
、
女
性
丸
太
部

門
・
男
性
本
命
丸
太
部
門
等
が
あ
り
ま
す
。

【
概　

要
】

　

ま
さ
き
町
夏
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
の
1

つ
と
し
て
、
塩
屋
海
岸
の
沖
合
で
「
は

ん
ぎ
り
競
漕
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

は
ん
ぎ
り
競
漕
は
、
文
禄
年
間
に
漁

夫
が
「
は
ん
ぎ
り
」
と
い
う
木
の
た
ら

い
を
使
っ
て
、
競
っ
て
沖
を
漕
ぎ
渡
っ

た
こ
と
が
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
の
伝
統
行
事

　

古
く
か
ら
守
り
継
が
れ
て
き
た
松
前

の
海
の
伝
統
行
事
で
、
海
上
に
大
き
な

桶
を
浮
か
べ
前
後
に
漕
い
で
速
さ
を
競

い
合
う
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
競
技
で

す
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
特
訓
し
た
子
ど
も

か
ら
、当
日
初
め
て
乗
る
大
人
ま
で
、多

く
の
人
の
歓
声
を
集
め
ま
す
。
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町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

◉
い
わ
ぎ
桜
ま
つ
り

上 

島 

町

　

4
月
8
日
か
ら
4
月
14
日
の
間
、
岩
城

桜
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
に
「
い
わ
ぎ
桜
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
上
島
町
内
外
か
ら

多
く
の
花
見
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
4
月
8
日
と
4
月
14
日
に
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、

山
菜
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
桜
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
、
宝
探
し
、
地
元
産
品
バ
ザ
ー
、
島

本
陣
岩
城
太
鼓
、
弓
削
六
鼓
人
に
よ
る
和

太
鼓
演
奏
、
各
種
団
体
ス
テ
ー
ジ
披
露
、

餅
ま
き
が
行
わ
れ
、
4
月
14
日
の
佐
藤
弘

道
お
兄
さ
ん
と
体
操
＆
桜
ウ
ォ
ー
ク
で
は
、

親
子
で
触
れ
合
え
る
遊
び
で
体
を
動
か
し
、

会
場
は
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

4
月
8
日
、
4
月
14
日
と
も
天
候
に
恵

ま
れ
、
岩
城
桜
公
園
の
桜
の
開
花
も
14
日

に
は
満
開
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
多
く
の

人
が
積
善
山
の
頂
上
を
目
指
し
、
桜
の
下

で
お
花
見
弁
当
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
夜
市

●
場
所
／
弓
削
島
（
弓
削
港
周
辺
）

●
実
施
時
期
／
８
月
４
日
㈯

上 島 町 【
概　

要
】

　

弓
削
港
周
辺
を
会
場
と
し
て
行
わ
れ

る
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
。

　

会
場
内
に
は
、
町
内
各
島
か
ら
島
自
慢

の
地
元
特
産
品
等
を
販
売
す
る
露
店
が

軒
を
連
ね
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
太
鼓
演

奏
や
浴
衣
コ
ン
テ
ス
ト
、
お
楽
し
み
抽
選

会
等
の
催
し
が
行
わ
れ
る
。

　

お
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
弓
削
港
内

か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
る
迫
力
満
点
の
花

火
大
会
。
間
近
で
見
れ
る
と
評
判
を
呼

び
、
帰
省
客
だ
け
で
な
く
、
こ
の
夜
市
に

合
わ
せ
て
訪
れ
る
観
光
客
も
多
く
、
年
々

盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
る
。
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職　　　　名 氏　　　名 事　　　　務　　　　分　　　　担

事　務　局　長 渡　部　明　忠 総括、議長会事務局長、振興協会常務理事・事務局長
総合事務組合事務局長

総　務　課	 課　　長
議長会次長 柏　原　　　準

◦町村会、議長会運営関係（会計除く）、職員人事管理関係（町村会・議
長会）に関すること。
◦総合協議会（水道協会、清掃、山村振興、水産業、下水道、ダム所在・
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告書の取扱、ホームページ管理、文書発送会計に関すること。
◦全国町村会共済事業、生活協同組合事業、（財）全国自治協会共済事業
（公有・生協自動車事故処理関係含む）に関すること。
◦町議会議員互助事業、議員補償制度に関すること。
◦その他の課に属さないものに関すること。

　	 　（兼）	課長補佐 向　井　政　明

	 　　　　課長補佐 清　川　　　敦

	 　　　　係　　長 岩　田　美　保

	 　　　　係　　長 久　保　真　澄

	 　　　書　　記 丹　下　浩　明

会　計　課	 課　　長
会計管理者

振興協会出納役
向　井　政　明 ◦会計全般、給料関係に関すること。

◦市町村職員共済組合・互助会に関すること。
	 　　係　　長 重　松　美智子

事　業　課	 課　　長 田　村　みちえ

◦総合事務組合（退職手当・消防補償・交通災害・自治会館・議員公務
災害の庶務）、振興協会の業務等に関すること。（会計を除く）

	 　　　係　　長 田　窪　浩　司

	 　　　主　　任 中　井　貴　志

	 　　　主　　査 原　田　祐　子

お知らせお知らせ 市　町　振　興　課　配　席　図

入　口  入　口 入　口

係長 担当係長

山野 中原
912-2214

（3175）

（3179）（3180） 主任 係長 主事 係長 主任 係長

主任 直946-0179

主任 主事
大澤 藤岡 古川 渡部 石丸 長田

中田

藤田 門田
（3187）（3186） （3173）（3172） （3169）（3168）

（3194）

（3182）（3181） 臨時 主事 主事 主任

主任

主任 主任
野本

臨時

和田

臨時

佐野大岩 鎌倉 白石

烏谷

大森 角藤
（3188） （3174）（3170）

（3178）

（3183）（3184） 主任 主事

主事

主任
小倉 毛利

和田

村上
（3177）（3185）

（3176）

（2891）
（3189）

FAX 912-2209 TEL 912-2210 コピー機

課　長
進（しん）

（3167）
（税政係）

912-2216
（連携推進係）

今　村
912-2212

係　長

（行政係）
中　井

主　幹

（3165）

選挙管理
委員会

（財政係）
912-2213 主　幹

宇佐美
（3166）

912-2211

（選挙係）
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4
月
の
会
と
催
し

　　
　

危
機
と
や
る
気

　

国
債
に
お
ん
ぶ
に
抱
っ
こ
の
よ
う
な
新

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
2
倍

強
と
な
る
政
府
の
借
金
予
算
調
製
で
あ
る
。

　

生
ま
れ
た
途
端
に
7
5
0
万
円
を
超
す
、

そ
の
額
も
日
々
膨
ら
む
借
金
を
背
負
わ
さ

れ
る
日
本
の
赤
ち
ゃ
ん
達
。
出
生
率
を
憂

え
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
少
数
精
鋭
も
捨

て
が
た
い
。
少
子
化
対
策
よ
り
も
誕
生
す

る
赤
ん
坊
へ
の
借
金
を
ゼ
ロ
に
近
い
も
の

に
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

ギ
リ
シ
ャ
と
異
な
り
、
国
債
の
中
身
が

違
う
と
は
云
う
も
の
の
借
金
で
あ
る
こ
と

に
違
い
は
な
い
。
入
り
と
出
と
に
大
差
が

あ
る
現
実
に
紙
幣
を
増
刷
し
て
、
全
て
帳

尻
合
わ
せ
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ま

た
、約
1
，
5
0
0
兆
円
あ
る
国
民
個
人
資

産
が
背
景
に
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
借
金
埋

め
合
わ
せ
に
投
入
す
る
訳
に
も
い
か
な
い
。

　

依
然
と
し
て
デ
フ
レ
経
済
に
抑
え
ら
れ

活
気
が
戻
ら
な
い
現
下
は
、
日
本
の
危
機

で
あ
る
。
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
の・

ほ・

ほ・

ん・

？
で
は
な
か
ろ
う
が
、
他

人
事
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。
皆
が
自
分
家

の
台
所
状
態
に
置
き
換
え
て
、
賢
明
な
方

法
を
考
え
対
処
す
べ
き
時
で
あ
る
。

　

景
気
回
復
強
化
と
と
も
に
、
ま
ず
歳
入

状
況
を
意
識
し
た
歳
出
の
見
直
し
で
あ
る
。

こ
の
欄
で
も
再
三
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
支
出
の
選
択
と
カ
ッ
ト
の
断
行

で
あ
る
。
理
解
で
な
く
英
断
で
あ
り
決
断

で
あ
る
。そ
の
処
方
は
“
や
る
し
か
な
い
”。

歳
出
カ
ッ
ト
に
よ
り
、
財
政
再
建
し
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
成
功
例
も
あ
る
。

　

地
方
は
、
厳
し
い
社
会
環
境
に
対
抗
し

て
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
、
歳
入
減
と

云
う
財
政
状
況
の
中
で
、
情
を
絶
っ
た
歳

出
カ
ッ
ト
な
ど
懸
命
に
努
め
て
い
る
。

　

中
央
も
決
断
と
実
践
展
開
す
る
よ
う
頑

張
っ
て
ほ
し
い
。
自
ら
が
情
を
絶
ち
、
自

ら
身
を
削
っ
た
結
果
に
説
明
は
不
要
で
あ

る
。
さ
す
れ
ば
、
次
の
一
手
が
す
ん
な
り

行
く
は
ず
。

　

ま
ず
実
行
す
べ
き
事
は
、
身
を
削
る
こ

と
を
実
践
し
、“
や
る
気
”
を
示
す
し
か

な
い
。
そ
の
気
構
え
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
片
隅
に
？
自
己
営
利
者
が
介
在
す
る
こ

と
へ
の
批
判
は
、
小
さ
い
も
の
で
は
な
い
。

こ
れ
は
、
残
念
な
が
ら
人
と
し
て
の
資
質

の
問
題
で
も
あ
り
、
因
果
応
報
に
任
す
の

み
か
…
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
現
社
会
の
大
人
と
し

て
次
世
代
に
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
繋
げ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。
世
界
圏
で

動
く
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
一
員
で
あ
る
以

上
、
時
代
環
境
に
呼
応
し
、
次
世
代
に
ゆ

る
ぎ
な
い
国
家
基
盤
を
確
立
、
引
き
継
が

ね
ば
な
ら
な
い
。

　

今
、
東
日
本
大
震
災
の
早
期
復
興
に
皆

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

地
震
活
動
期
に
入
っ
た
列
島
、
次
は
も
っ

と
大
き
な
自
然
災
害
が
、
何
時
ど
こ
で
発

生
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
予
測
の
ま
ま
で

終
わ
れ
ば
よ
い
が
…
。

　

や
る
気
と
身
を
削
っ
た
事
へ
の
成
果
は
、

予
測
で
な
く
確
実
に
出
る
。

　

今
は
、
等
し
く
皆
が
我
慢
す
べ
き
時
で

あ
る
…
。

�

　
（
Ｔ
）

　
「
希
望
は
、
愛
国
心
の
根
源
で
あ
る
」

　
　
　
　
（
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

英
国
の
政
治
家
）

一

筆

▽
2
日
＝
愛
媛
県
信
用
基
金
平
成
24
年
度

第
1
回
理
事
会

▽
5
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
平
成

24
年
度
第
1
回
定
例
会

▽
11
日
＝
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等

事
務
説
明
会
（
12
日
ま
で
）、平
成
24
年

度
会
館
管
理
組
合
事
務
打
合
会

▽
12
日
＝
都
道
府
県
町
村
会
事
務
局
長
会

議
及
び
事
務
局
長
研
修
会
、
公
務
災
害

連
合
会
職
員
研
究
会
、
町
村
議
会
議
員

共
済
会
事
業
説
明
会
、
㈶
全
国
町
村
議

員
会
館
事
業
説
明
会
、
全
国
町
村
議
会

議
員
互
助
会
事
業
説
明
会
全
国
町
村
議

長
会
都
道
府
県
職
員
研
究
会

▽
13
日
＝
全
国
町
村
議
長
会
第
35
回
都
道

府
県
職
員
研
究
会
、
拉
致
被
害
者
救
出

の
愛
媛
10
万
人
署
名
運
動
実
行
委
員
会

準
備
会

▽
16
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
平
成
24
年
度
第

1
回
全
員
連
絡
会

▽
18
日
＝
愛
媛
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会

幹
事
会

▽
19
日
＝
春
の
園
遊
会
、
平
成
24
年
度
全

国
市
町
振
興
協
会
研
修
担
当
者
会
議

（
20
日
ま
で
）、
公
務
災
害
連
合
会
連
絡

会
議
、
地
方
議
会
運
営
の
実
務
検
討
委

員
会

▽
20
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
連
絡
調

整
会
議

▽
21
日
＝
平
成
24
年
愛
媛
県
植
樹
祭

▽
23
日
＝
内
外
情
勢
調
査
会
松
山
支
部
懇

談
会

▽
24
日
＝
平
成
24
年
度
愛
媛
県
社
会
人
ス

ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会
常
任
委
員
会
・
総

会
、
全
国
簡
易
水
道
協
議
会
中
国
・
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
、
全
国
町
村
会
政
務

調
査
会
財
政
委
員
会
、
第
43
回
海
外
地

方
行
政
調
査
団
意
見
交
換
会

▽
25
日
＝
全
国
町
村
会
正
副
会
長
会
、
㈶

全
国
自
治
協
会
理
事
会
・
災
害
共
済
委

員
会
、
平
成
24
年
度
愛
媛
県
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
地
域
振
興
協
議
会
総
会
、
第
29

回
ふ
る
さ
と
振
興
賞
顕
彰
式
・
祝
賀
会

▽
26
日
＝
平
成
24
年
度
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

セ
ミ
ナ
ー
及
び
安
全
衛
生
等
説
明
会

編
集
後
記

　

こ
の
会
報
の
編
集
に
携
わ
り
、
4
度
目

の
春
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、各
町
の
ご
担
当
さ
ま
に
は
、な

に
か
と
無
理
な
お
願
い
を
続
け
て
き
ま
し

た
が
、
幸
い
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 

◇

　

近
ご
ろ
、
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
デ
ジ
タ
ル

情
報
に
接
す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
人
に
よ
っ
て
は
紙
ベ
ー
ス
の

方
が
見
易
く
思
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

　

事
実
、
ア
ナ
ロ
グ
人
間
の
私
も
そ
の
一

人
で
、
画
面
で
は
脳
み
そ
が
受
け
つ
け
て

く
れ
な
い
の
で
す
、
情
け
な
い
こ
と
に
。

　

こ
う
し
た
人
も
現
に
い
る
わ
け
で
、
今

後
も
皆
様
に
親
し
く
読
ん
で
い
た
だ
け
る

紙
面
づ
く
り
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
を
ア
ッ
プ
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

 

◇

　

本
年
度
の
巻
頭
の
写
真
の
テ
ー
マ
は
、

「
各
町
の
郷
土
料
理
」
で
す
。各
地
に
ど
ん

な
料
理
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
楽
し
み

で
す
。
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